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認定こども園旭幼稚園関係者評価表 

評価年月日 2026 年    3 月   31 日            評価者名（畠山彩夏 小林なおみ  ） 

評価項目 評価（本園の行った自己評価の内容についてご意見、ご感想を自由に記述ください。） 

１ ・園庭工事によって、遊びの質と量の確保がなされ、体力・運動能力が向上したこと

はとても良かったと思います。費用もかかることではありますが、子どもたちの日々

の安全と、心と体の成長のための投資であり、その投資の効果を最大限にするために、

事前に職員が園庭遊びの研修を受け十分に議論が交わされたことも素晴らしいです。 
今後、旭幼稚園のひとつのシンボルとして長く愛される園庭となるよう、大切に維持

管理されることを希望します。 
・通常保育と並行しての工事だったが、安全面には十分に配慮して頂けていたので、

安心して登園できた。完成した築山に子どもたちが歓喜し、登ったり、走り下ったり、

上に立って周りを眺めたりと思い思いに遊ぶ姿がとても生き生きとして見えた。先生

方の子どもたちへの願いのお陰で充実した庭遊びが展開されていることをありがたく

思う。 
２ ・沢山の先生方の中で、子どもたちに対しある程度の共通理解はあると思うが、それ

でも先生各々の違う価値観や対応の仕方などに子どもたちが触れることができる日常

もとてもいい学びになっていると感じている。 
・チームで行う保育、そのための時間の捻出を惜しまないということ、多忙を極める

保育業務の中でこれが最も難しいことであると思います。タイムパフォーマンスが言

われる昨今ですが、教育においては一概には言えません。職員の皆様のご尽力に感謝

いたします。 
・「今日の遊びの続きが明日もできるということを保証していく配慮」という点がとて 
も旭の保育の魅力であるように思う。ウッドデッキの下におさめられた沢山のなべ 
や道具一つひとつに子どもたちの思いがつまっていて、我が子も降園時に嬉しそうに 
“作りかけ”を見せてくれて、明日への期待を持って降園できていた。 
・2 泊 3 日の宿泊保育では、お友だちと充実した時間を過ごせたことが、帰宅時の表 
情を見てすぐに分かった。準備や配慮に感謝したい。 
・お友だちのお母さんがメンバーにいらっしゃるという所も、楽器や音楽、絵本を身 
近に感じる要素の１つだったようだ。 
・今年度も多彩な行事、家庭ではなかなか体験できないコンサート等を計画していた

だき、子どもたちの経験の幅が広がりました。友だちと共に楽しんだり、喜び合った

り、集団生活ならではの成長の機会となったことと思います。 
・月齢差の大きい子どもたち一人ひとりに合わせた慣らし保育をして下さるのは親と

してとてもありがたく安心できるスタートになっている。 
・預かり保育を利用しているため、担任の先生方とお話しできる時間がなかなかとれ 
ずにいたので、ブログは毎回とても楽しみにしていた。 
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・小学校訪問・交流は、年長児にとってとてもいい刺激になった。学校生活をイメー 
ジできて、入学への期待にもつながってありがたい。 
・外部機関との連携や保護者との連携も丁寧に行っていただき、子どもたちが生活す

る園外の場所について、情報共有がなされていて良いと思います。 
・子どもたちの生活を体験してみると、自分で考えて決めて行動する場面が多いこと 
に驚いた。また、どの子どもたちも積極的にコミュニケーションをとろうとしてくれ 
る所がすごいなと感じた。 

３ ・引き取り訓練は園も子どもも保護者も緊張感があり、貴重な経験をさせてもらえて

いると毎回感じる。日々忙しい中ではあるが、早目の通達で、沢山の保護者が参加で

きると良いなと感じる。（年度初めのお知らせだとありがたい） 
・SDGS の取り組みは大変興味深く、子どもたちがわかりやすい形で導入していただ

き、経験し、効果を体感できる良い機会となっているようです。この取り組みをご家

庭にも発信することにより、各家庭でも意識を高め、社会的な話題を共有できると思

います。神様が造られた世界を大切にし、神様からいただいた自然の恵みを大切にす

る、神様に生かされているということの理解にもつながり良いと思います。 
４ ・周りの子育て家庭や、公立保育園の支援センターや 1 才児クラスの需要増の様子か

ら、1 才前後での母親の職場復帰や就労がとても増えている事も、参加人数が減少

傾向にある要因の１つかなと感じた。ただ、子育て中は息詰まるので、このような

場はとてもありがたい存在だと思う。 
・共働き家庭が増え、日中の参加が難しくなっていると思います。悩みを抱えていた

り、支援を必要としているご家庭は多いと思うので、工夫しながら継続していただ

きたいと思います。 
５ ・子どもから聞く園生活の話の中で、毎日いろいろな先生の名前が出てくるので、沢

山の大人の中で育ててもらっている事を感じる。預かり保育は、子育て経験のある

先生方との何気ない会話に安心したり、ホッとしたり納得したりする。若い先生方

は子どもたちと元気一杯関わってくださり会えば今日の様子を話してくれる。園で

の我が子の顔、家での様子と合わせて、子どもが日々成長していっている事を感じ

られている。 
・大切な命をお預かりする保育者として「アレルギー」「誤嚥」「熱中症」「災害」等、

ニュースで報道される度に、保育士は不安と緊張で押しつぶされそうになります。

研修やシュミレーションを重ね、事故を未然に防ぐ努力、万が一の時の対応等、日

頃より備えていただき感謝いたします。 
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本園の行った自己評価について、上記以外のご意見、ご感想がありましたら記述ください。 

・旭といえば、超大胆な庭（泥）あそびが魅力だ。今時ここまでやらせてくれる園はほとんどないと思

う。親の目から離れ、保育者（大人）にも制限をかけられず、やりたい事を体一杯動かして感じて楽

しむ子どもたちは皆生き生きしているなと思う。（栄養バランスのとれた給食が週５日となれば更に

ありがたいが。）他園がどれだけ先行しても、旭だけはこの保育をゆるがず発信していってくれたら、

卒園児として嬉しいことはないなと思う。 
・日常の保育業務をこなしながら、リスク管理もしなくてはなりません。対人の仕事であるため喜び

も大きいですが、ストレスを感じることもあるかと思います。勤務時間外にも考えたり悩んだり、家

庭との両立、体力や気力の問題もあると思います。どうか職員の皆様ご自身の心と体を大切にして

いただき、自分のための休む時間、楽しむ時間も捻出していただくことを心より希望します。（それ

が、より良い保育につながると信じております。） 
 


